
 

『雅 Grace』 Seminar 

第３回  グググレレレイイイススス･･･カカカフフフェェェ  

－文化はヒトの生き死にを決める：戦前日本の女子死亡率過剰－ 

                   

 何やら世界中 元気がなくなってきました。でも春はもうすぐそばに来ています。春に向かって、 

夢と希望を膨らませたいものですね。  

『雅 Grace』が 3 月 28 日にお届けする「第３回グレイスカフェ」は、いつも溌剌と大活躍 
グ レ イ ス 

なさっている長谷川眞理子氏（総合研究大学院大学教授）においでいただき、お茶の水女子大学 

教授の室伏きみ子氏（『雅 Grace』配合の cPA 研究開発者）とのトークショーをお楽しみいた 

だきたいと存じます。 

 

長谷川眞理子先生は行動生態学、進化人類学がご専門。今回は『文化はヒトの生き死にを決め 

る：戦前日本の女子死亡率過剰』というテーマで話題提供をして下さいます。 

長谷川先生からは、「すべての哺乳類と多くの鳥類では、すべての年齢において、雄の死亡率が 

雌の死亡率を上回る、つまり、雄は雌よりも死にやすく、平均寿命が短い。これはヒトも同じで 

あり、ほとんどの集団でこの傾向は顕著である。しかし、ときに女性の死亡率が男性の死亡率を 

上回ることが起こり、そのような集団を見ると、女子差別の文化であることがわかる。女子差別 

の形態にはさまざまなものがあるが、どこでも、直接に女子の生命を軽んじよという表現はして 

いない。それでも、女子差別は、確実に女子の死亡率を上げるのである。ヒトの文化適応の一現 

象として、戦前日本における女子死亡率の過剰と、戦後のその急速な消失について分析した結果 

を紹介したい。」というレジュメをいただきました。 

まっすぐに対象に切り込む長谷川眞理子先生と、女性の想いを健やかに育てたいと常々お話に 

なる室伏きみ子先生。きっとすがすがしいトークが展開されることでしょう。会場の皆様からも、 

ぜひ沢山のご発言を頂きたいと思います。 

  皆様のご参加をお待ち申し上げて居ります。 

                                       2009 年 3 月  

                  「 雅 Grace」 SANSHO(株) 

  

－ 記 － 

 

日 時：３月２８日（土）1４時～1６時 

場 所：サロン・ド･FUZAMBO Folio 添付の地図をご覧下さい 

お 話：長谷川眞理子 氏   総合研究大学院大学教授 

（ファシリテーター：室伏 きみ子 氏  お茶の水女子大学教授） 

 

参加申し込み：gracecafe@c-pa.jp または FAX 03-5978-5362  

でお申し込み下さい 

       
主 催：雅 Grace〔SANSHO（株）〕 



 

 

話題提供者およびファシリテーターご紹介： 

● 人類はどこから来てどこへ行くのか？ 長谷川眞理子教授は、行動生態学の手法を用いて、 

人類の行動の進化を研究なさっている。チンパンジーの研究から、ヒトの行動や認知、情動の 

特性など、人のこころの進化について論を進め、性差、物体と他者の理解、言語の起源、利他 

行動など、興味深い研究をエネルギッシュに展開されている。魅力溢れる数多くの著書には、 

熱心なファンが多い。 

同じく行動生態学者の御夫君 長谷川寿一氏（東京大学教授）との共著も多く、法務省、経済 

産業省、厚生労働省、文部科学省など政府の種々の審議会や諮問委員会でも、数々の委員を務 

められて、お忙しい毎日を過ごされている。 

● cPA の発見者・室伏教授は、細胞のストレス応答、細胞の増殖・分化の制御機構などの日々 

のご研究のほか、日本の科学者のトップ集団の一員として「日本人のもつべき科学的素養」を 

まとめ、日本の科学技術振興政策にかかわる様々な提言を行っている。長谷川先生と同じく、各 

省の審議会委員として、様々な政策の立案評価も数多く担当されている。また、女性が能力を十 

全に発揮できる社会を目指して、子どもたちやアフガニスタンの女子教育など、様々な支援活動 

にも取り組み、研究論文や科学書のほかに、童話や子どもたちに向けた科学書も上梓されている。 

                        ◇     ◇     ◇ 

   当日、室伏きみ子教授が長く続けてこられた研究対象である『環状ホスファチジン酸（cPA）』 

を、ローション、ミルク、エッセンスに配合した『雅 Grace』をご用意してお待ち申し上げて 

居ります。cPA は、私たち生物が一様に持っている微量成分ですが、室伏教授は、20 年以上 

前に cPA を発見され、その後、この物質の興味深い生理作用に関して多くの研究論文を発表し 

てこられました。その中で、日油（株）[旧・日本油脂（株）]の田中信治主任研究員との共同 

研究により、cPA が肌を作っている細胞に働きかけて、肌の潤いを保つために最も重要な成分 

である「ヒアルロン酸」を細胞自らが合成して増やすことを助けること、また、肌を作ってい 

る細胞の収縮を促して、「コラーゲン繊維」の張力を高めることなどが明らかになりました。こ 

のことは、cPA が肌の内部から潤いを与え、肌の張りを改善する働きをもつことを示唆する結 

果です。 

 

  ◇     ◇     ◇ 

 

 

当日、先生がたのご本の 

ご紹介と、『雅 Grace』の 

ご紹介及び販売をいたし 

ます。 

また、『雅 Grace』が当るお楽し

み抽選会を開催いたします。 

サロン・ド･FUZAMBO フォリオ   


